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成果の概要／門馬更夢 
 
【学会の概要】 
場所：Walter E. Washington Convention Center 

日時：11 月 15 日～11 月 19 日（5 日間） 

参加者数：約 3 万 1 千人 

主要参加国：アメリカ、イギリス、日本、カナダ、インド、スイス、ブラジル、中国、韓国、ロシア、ドイツ、

フランス、イタリア、オランダ、スウェーデン 

発表形態：ポスター、ダイナミックポスター、シンポジウム、ナノシンポジウム、ワークショップ、スペシ

ャルレクチャー 

演題数：約 15,000 

企業ブース数：712 

紹介：世界中の神経科学の研究者、臨床医、支援者が参加する世界で最も大きい神経科学の学会

であり、今回が 44 回目である。年々入場者数、演題数が増加している学術集会であり、専門家だけ

でなく一般の参加者も多い。韓国、中国、インド、イギリス、スウェーデン、アメリカではラジオ、インタ

ーネット、テレビ、出版物を通じて公共にも学会情報を提供している。 

 
【学会発表の内容】 
脳卒中は最も機能障害が残存する疾患であり、未だに効果的な治療法が開発されていない。その原

因のひとつに脳卒中後に脳内で起こるとされる運動機能回復に寄与する神経可塑性のメカニズムが

未明であることが挙げられる。そのため、本研究では動物モデルを用いて運動機能回復を促進する

リハビリーション後の神経可塑性について梗塞反対側感覚運動野にて探索した。まずラットにリーチ

ング動作を学習させ、Sham 群、非訓練群、訓練群に群分けした。そして、光照射脳塞栓法により梗

塞を作製し、動作学習肢に麻痺を生じさせた。梗塞後、麻痺上肢のリーチング動作の再訓練を訓練

群のみに行い、6 週間後に梗塞反対側において皮質内微小電気刺激、マルチユニット記録、順行性

トレーサーの注入を行った。梗塞作製後、非訓練群と訓練群ではリーチング動作の成功率が降下し、

6 週間にわたり徐々に回復した。訓練群では非訓練群と比較し、2 週目以降より有意差が観察され、

訓練を行うことで麻痺上肢の運動機能が回復することが示された。皮質内微小電気刺激では、梗塞

反対側感覚運動野の電気刺激により同側の麻痺上肢の運動が誘発されるかを観察した。その結果、

訓練群では他群と比較して有意に同側麻痺上肢の運動出現率が増加した。また、マルチユニット記

録では梗塞反対側感覚運動野に記録電極を挿入し、リーチング動作時の神経活動を記録した。その

結果、訓練群では他群と比較して有意にリーチング動作時のスパイク活動が上昇した。さらに、順行

性トレーサーである Biotynilated Dextran Amine を梗塞反対側感覚運動野に注入し、形態学的な変

化を観察した。その結果、訓練群では梗塞反対側から起始し、頸髄にて正中線を再交叉する背側皮

質脊髄路の線維数が第 4 頸髄において増加していた。以上の結果は梗塞後のリハビリーションによ

り梗塞反対側感覚運動野にて運動機能回復に寄与する神経可塑性が起こっていることを示している。

そのため、今後は梗塞の影響を受けない梗塞反対側半球における変化の詳細を解明することが、神

経可塑性のメカニズム解明に重要である。 

 



【学会の成果】 
 以上の結果を第 44 回北米神経科学学会にてポスター発表を 11 月 19 日に行った。ポスター発表で

は同様の研究を行っている研究者や異なる分野の研究者と活発な議論をおこなうことができ、研究

への助言も多く頂いた。また、同様の研究を行っている研究者とは連絡先を交換し、定期的に研究

の議論や共有を行っていくことが決定した。他のポスター発表や口頭発表では、脳卒中後の神経可

塑性や機能回復のトレンドを知ることができた。他の神経科学分野の研究者らと議論することで、最

先端の実験技術に関する情報や将来の研究への足がかりを得ることができた。このように、様々な

国の研究者と議論し、情報交換を行うことができ有意義な学会発表であった。 
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